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センター長・委員長：
　　　　阿部　俊昭　　脳神経外科学教授
委　員　東條　克能　　内科学教授
委　員　鳥海弥寿雄　　外科学講師
委　員　大野　昭彦　　同窓会
委　員　高木　敬三　　専務理事

１．年間の利用者
１）平成 22 年３月末現在登録者は 237 名（うち

港区医師会 31 名，中央区医師会６名）である。こ
の１年の新規登録者数はなし，物故者は８名である。

年間の利用者は 147 名，延利用者数 6,561 名であ
る。
２）テレフォンサービスの利用は，80 件，月平

均は 6.7 件である。なお，発足以来の延べ利用件数
は 4,376 件となっている。

２．活動
１）平成 21 年８月８日（土）午後４時より大学

１号館講堂において第 30 回夏季セミナーが開催さ
れた。

メインテーマは「血管内治療最前線」であり，福
田国彦先生（画像診断部）の司会で行われ，参加者
は 88 名であった。なお，各テーマと演者は次のと
おりである。

① 高齢化社会到来に対する備え：血管病治療の最
前線
大木隆生（血管外科）

②脳血管内治療－今後の可能性－
石橋敏寛（脳血管内治療部）

③冠動脈インターベンション治療の最前線
小川崇之（循環器内科）

④腹部の IVR
貞岡俊一（画像診断部）

２）月例セミナーは平成 21 年４・５・６・７・
９・11 月，平成 22 年２・３月の計８回，各月の第
２土曜日の午後４時から次のように開催した。

（４月）
インフルエンザの現状と対策
井田博幸（小児科）

（５月）
脳卒中のリハビリテーション－最新のリハビリ

テーションを中心に－
安保雅博（リハビリテーション科）

（６月）
アルツハイマー病の予防と治療の最前線
阿部俊昭（脳神経外科）

（７月）
胆石症の診断と胆嚢温存療法
髙木一郎（消化器・肝臓内科）

（９月）
降圧薬の選び方と使い方
高血圧治療ガイドライン 2009
景山　茂（薬物治療学）

（11 月）
尿路感染症・性感染症の標準治療と新戦略
小野寺昭一（感染制御部）

（平成 22 年２月）
救急医療の現状
小川武希（救急部）

（３月）
実地医家のための画像診断再入門
福田国彦（画像診断部）
３）「生涯学習センターニュース」を発行し，利

用会員各位・月例セミナー出席者（非会員）に発送
している。平成 22 年３月で 234 号となっている。
４）「生涯学習シリーズ」を作成し，慈大新聞４月・

10 月号に挟み込み発行した。

生涯学習センター

センター長　　阿　部　俊　昭
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